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ゆきとどいた教育を求める活動報告  
議員・県教委・福岡市教委との懇談  

全国署名・県議会請願書提出  

今
年
も
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
求
め
る
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

義
務
教
育
標
準
法
が
改
正
さ

れ
て
一
年
目
の
今
年
。
小
学
校
で

は
、
２
年
生
ま
で
３
５
人
学
級
が

実
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
人

数
指
導
な
ど
、
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に

加
配
さ
れ
て
き
た
先

生
が
学
級
担
任
に
充

て
ら
れ
、
フ
リ
ー
で

動
け
る
先
生
が
減
り
、

学
校
現
場
は
余
裕
の

な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
配
布
が
前
年

度
内
に
ほ
ぼ
完
了
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
み

ま
し
た
。
そ
の
弊
害
も
多
く
聞
か
れ
ま
す
。 

１
２
月
８
日
（
水
）
に
福
岡
県
議
会
へ
、
ふ
く
お
か

教
育
を
考
え
る
会
協
議
会
と
し
て
、
署
名
な
し
の
請
願

書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
年
も
、
全
会
派
の
県
議
会
議
員
に
懇
談
を
申

し
込
み
、
１
７
名
の
議
員
と
懇
談
を
し
、
学
校
や
家
庭

で
の
子
ど
も
の
様
子
な
ど
、
子
ど
も
を
と
り
ま

く
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。
私
た
ち
の
提
出
し
た

請
願
は
、
文
教
委
員
会
に
て
継
続
審
議
と
な
り

ま
し
た
。
１
１
月
２
６
日
（
金
）
に
、
県
庁
吉

塚
合
同
庁
舎
会
議
室
に
て
、
県
教
育
委
員
会
と

の
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
（
参
加
：
会
員
９

名
・
県
教
育
委
員
会
１
０
名
）
今
年
も
、
事
前

に
送
っ
た
質
問
書
に
対
す
る
回
答
を
も
ら
っ
た

後
、
質
疑
応
答
の
時
間
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、

１
２
月
６
日
（
月
）
に
全
会
派
を
廻
り
、
紹
介

議
員
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

全
国
署
名
の
取
り
組
み
で
は
、
総
選
挙
や
コ
ロ

ナ
と
い
う
中
、
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
１
２
月

か
ら
１
月
の
期
間
に
地
元
で
国
会
議
員
と
懇
談
を
し
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
学
校
の
状
況
を
伝
え
ま
し
た
。

紹
介
議
員
も
引
き
受
け
て
も
ら
い
、
集
め
た
署
名
を
３

名
の
紹
介
議
員
へ
直
接
送
り
ま
し
た
。 

 

２
０
２
２
年
２
月
４
日
（
金
）
に
、
福
岡
市
教
育
委

員
会
と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
対
面
で
行
う
予
定
で

し
た
が
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
期
間
中
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
も
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、
オ
ン

ラ
イ
ン
に
変
更
を
し
て
実
施
し

ま
し
た
。（
参
加
：
会
員
１
１
名
・

市
教
育
委
員
会
１
名
）
こ
ち
ら
も
、

事
前
に
送
っ
た
質
問
書
に
対
す

る
回
答
を
も
ら
っ
た
後
に
、
質
疑

応
答
の
時
間
を
と
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
不
登
校
や
支
援
学
級

の
こ
と
に
加
え
、
新
た
に
生
理
用

品
の
設
置
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 
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ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
署
名
活
動 

 

「
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
請
願
」
を
、
２
０

２
１
年
１
２
月
８
日
、
協
議
会
と
し
て
福
岡
県
議
会
に

提
出
。
高
瀬
菜
穂
子
さ
ん
、
立
川
由
美
さ
ん
の
２
人
が

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
の
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め
る
全
国
署

名
は
、
協
議
会
と
し
て
は
取
り
組
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

事
前
に
地
元
で
懇
談
を
し
た
３
名
（
衆
議
院
／
稲
富
修

二
さ
ん
、
田
村
貴
昭
さ
ん
、
参
議
院
／
古
賀
之
士
さ
ん
）

が
紹
介
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
西
部
、
南
部
、
ち
く
し

で
集
め
た
署
名
は
、
衆
参
議
員
会
館
へ
送
り
ま
し
た
。 

 

１
１
月
に
は
県
教
育
委
員
会
と
懇
談
、
２
月
は
福

岡
市
教
育
委
員
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
懇
談
し
ま
し
た
。 

  

◆
福
岡
県
教
育
委
員
会
と
懇
談
会  

１
１
月
２
６
日
１
０
時
～
１
１
時
４
０
分
／
県
庁

吉
塚
合
同
庁
舎
３
階
会
議
室
／
会
員
参
加
８
名
。 

県
教
委
１
０
名（
教
職
員
課
、義
務
教
育
課
、特
別
支
援
課
、

高
校
教
育
課
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
） 

 

今
年
も
事
前
に
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
な
ど

を
も
と
に
質
問
書
を
送
り
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
当
日

口
頭
で
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

Ａ
・
小
中
高
校
で
２
０
人
以
下
学
級
を
完
全
実
施
し
た

場
合
に
か
か
る
学
年
ご
と
の
予
算
規
模
、
教
室
増
設
数
、

新
規
教
員
配
置
数
は
？ 

・
教
室
増
設
数
（
小
学
校
３
，
２
３
４
学
級 

中
学
校

１
，
６
７
７
学
級
） 

 

・
新
規
教
員
配
置
人
数
（
小
学
校
３
，
５
７
０
人 

中

学
校
２
，
３
５
２
人
） 

Ｂ
・
小
中
高
校
で
少
人
数
学
級
以
外
に
、
密
に
な
ら
な

い
よ
う
な
具
体
的
な
方
策
が
あ
り
ま
す
か
？ 

・
分
散
登
校
、
学
年
別
、
学
級
別
で
学
校
や
学
級
内
の

人
数
を
減
ら
す
。 

・
空
き
教
室
の
利
用
、
机
の
間
隔
を
あ
け
る
、
給
食
は

黙
食
。
マ
ス
ク
・
う
が
い
・
手
洗
い
・
換
気
を
行
う
。 

Ｃ
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
配
置
数
と
そ
れ
に
係
る
費
用
は
、
ど
の
く
ら
い

で
す
か
？ 

・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
／
市
町
村
配
置
、
５
２
市
町
村
に
９
１
名
配

置
、
県
予
算
６
，
３
３
５
万
９
千
円
。 

・
Ｓ
Ｃ
／
全
小
中
学
校
に
配
置 

配
置
人
数
は
１
２
４

名
、
県
予
算
３
億
６
，
２
７
０
万
３
千
円
。 

Ｄ
・
不
登
校
の
子
に
学
び
の
保
障
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
な
ど
の
実
施
状
況
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？

現
在
の
不
登
校
人
数
と
そ
の
中
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

受
け
て
い
る
人
数
は
？ 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
状
況
の
つ
い
て
は
調
査
し

て
い
な
い
。 

・
令
和
２
年
度
不
登
校
の
小
学
生
３
，
３
１
８
人
中
学

生
６
，
２
４
７
人
合
計
９
，
５
６
５
人
。 

 

・
県
内
各
地
の
重
点
課
題
研
究
指
定
校
に
お
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
指
導
も
さ
れ
て
い
る
。 

Ｅ
・
小
学
校
の
不
登
校
の
対
策
の
内
容
と
そ
れ
に
伴
う

人
員
配
置
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？ 

・
小
学
校
へ
の
不
登
校
支
援
の
た
め
に
６
名
配
置
。 

・
小
中
学
校
で
は
教
職
員
を
対
象
に
し
た
福
岡
ア
ク
シ

ョ
ン
ス
リ
ー
。 

・
不
登
校
に
な
っ
た
場
合
の
教
師
が
担
当
者
と
な
っ
て

支
援
を
行
う
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
方
式
の
対
応
。 

・
不
登
校
予
防
診
断
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
た
不

登
校
兆
候
の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
の
推
進
。 

・
不
登
校
未
然
防
止
早
期
対
応
５
つ
の
視
点
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
推
進
。 

 

Ｆ
・
小
、
中
学
校
の
支
援
学
級
は
、
今
年
度
ど
の
く
ら

い
増
え
て
い
ま
す
か
？ 

・
小
学
校
１
３
８
学
級
、
中
学
校
４
８
学
級
増
（
政
令

指
定
都
市
は
含
ま
な
い
） 

Ｇ
・
特
別
支
援
学
校
の
増
設
に
つ
い
て
文
科
省
の
策
定

す
る
設
置
基
準
を
満
た
す
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
設
置
基
準
を
満
た
す
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
新
設
３

校
を
は
じ
め
と
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。 

Ｈ
・
現
在
の
特
別
支
援
学
校
も
文
科
省
策
定
設
置
基
準

に
見
合
う
よ
う
な
改
築
、
増
築
の
予
定
は
？ 
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・
特
に
な
し 

Ｉ
・
特
別
支
援
学
校
・
特
別
支
援
学
級
・
通
級
な
ど
で

特
別
支
援
教
育
に
携
わ
る
先
生
の
免
許
状
取
得
率
は
？ 

・
県
立
特
別
支
援
校
は
９
割
、
小
中
学
校
特
別
支
援
学

級
は
２
割
。 

Ｊ
・
特
別
支
援
教
育
の
研
修
の
具
体
的
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
？ 

・
管
理
職
／
現
状
と
課
題
・
障
害
の
あ
る
子
の
適
切
な

学
び
の
場
の
提
供
・
教
育
課
程
の
編
成
・
推
進
計
画

の
活
用
等
。 

・
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
児
童
生
徒
の

理
解
と
組
織
的
支
援
に
つ
い
て
・
関
係
機
関
と
連
携

し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進
。 

・
通
級
指
導
教
室
担
任
／
現
状
と
課
題
・
自
立
活
動
と

個
別
の
指
導
計
画
等
の
作
成
。 

・
外
部
機
関
／
在
籍
学
級
と
の
連
携
。
実
践
交
流
会
の

実
施
を
し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
討
議
を
す
る
。 

・
支
援
学
級
担
任
／
新
任
担
当
者
は
年
２
回
の
研
修

（
教
育
課
程
・
児
童
生
徒
の
理
解
と
指
導
・
学
級
経

営
指
導
と
実
際
）
、
年
１
回
の
実
践
交
流
を
実
施
。 

・
知
的
と
情
緒
の
学
級
で
は
課
題
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
が
、

研
修
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
？ 

・
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
新
任
で
担

当
し
た
場
合
の
研
修
も
行
う
↓
新
任
の
場
合
、
全
体

で
し
て
少
し
障
害
種
別
に
し
て
い
る
。 

・
教
室
内
の
環
境
整
備
に
つ
い
て 

・
市
町
村
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

Ｋ
・
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
理

不
尽
な
ル
ー
ル
や
校
則
に
つ
い
て
の
調
査
お
よ
び
改
善

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
校
則
は
市
町
村
教
育
委
員
会
・
各
学
校
が
主
体
的
に

行
う
も
の
で
、
県
教
委
は
調
査
し
て
い
な
い
。
し
か

し
、
文
科
省
か
ら
、
６
／
９
付
で
、
校
則
の
見
直
し

を
行
う
よ
う
通
知
を
出
し
た
。
常
に
見
直
し
を
は
か

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。 

・
特
別
支
援
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
障
害
に
応
じ
た
ル

ー
ル
・
校
則
を
各
学
校
が
適
正
に
定
め
て
い
る
。
本

年
度
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
校
則

の
な
い
学
校
も
あ
る
。
ま
た
、
多
く
の
学
校
で
時
代

に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。 

Ｌ
・
中
学
校
の
制
服
の
名
前
の
刺
繍
・
体
操
服
の
名
前

の
刺
繍
は
、
人
権
の
面
か
ら
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
の
面
か
ら
も
取
り
や
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制
服
の
名
前
の
刺
繍
・
体
操
服
の
名
前
の
刺
繍
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
名
前
の
刺
繍
も
校
則
の
一
部
と
考
え
て
お
り
県
教
委

と
し
て
調
査
は
行
っ
て
い
な
い
。 

Ｍ
・
福
岡
県
の
い
じ
め
の
２
０
２
０
年
度
の
件
数
は
、

何
件
で
す
か
？ 

・
小
中
学
校
／
認
知
件
数
は
、
令
和
２
年
度
小
学
校
で

８
，
５
５
６
件
、
中
学
校
で
２
，
０
７
２
件
。
合
計

１
０
，
６
２
８
件
。
コ
ロ
ナ
で
４
・
５
月
が
休
校
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
少
し
減
っ
て
い
る
。 

・
高
校
／
認
知
件
数
は
１
２
４
件
の
報
告
が
あ
る
。 

・
い
じ
め
の
認
知
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
？ 

・
学
校
で
と
る
ア
ン
ケ
ー
ト
。「
嫌
な
思
い
を
し
た
か
？
」

の
問
に
○
を
し
て
あ
っ
た
ら
そ
れ
か
ら
面
談
を
す

る
な
ど
し
て
、
１
件
。“
い
じ
め
”
と 

“
い
じ
り
”

の
よ
う
な
境
で
も
い
じ
め
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
。
積
極
的
認
知
を
心
が
け
て
い
る
。
軽
微

な
う
ち
の
報
告
で
、
早
め
の
措
置
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
い
じ
め
防
止

に
努
め
る
。 

・
い
じ
め
た
側
の
心
の
ケ
ア
も
必
要
な
の
で
は
？ 

・
い
じ
め
の
防
止
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
、
抑

止
力
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

Ｎ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
い
じ
め

な
ど
の
報
告
は
あ
り
ま
す
か
？ 

・
小
中
学
校
―
調
査
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
文
部
科
学

省
公
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
ネ
ッ
ト
上
の
い
じ
め
は
、

全
国
の
調
査
で
は
、
小
学
生
で
１
．
８
％
、
中
学
校

で
１
０
．
７
％
。
福
岡
県
も
同
程
度
と
考
え
て
い
る
。 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
未
然
防
止
が
で
き
る
よ
う

通
達
し
て
い
る
。 

・
高
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
い
じ
め
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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Ｏ
・
本
年
度
の
朝
課
外
な
ど
の
実
施
校
は
、
何
校
中
、

何
校
で
、
受
講
率
は
？ 

・
朝
課
外
で
は
な
く
、
課
外
授
業
。
課
外
授
業
は
県
立

高
校
・
中
等
教
育
学
校
、
９
５
校
中
８
０
校
が
実
施
。

そ
の
中
で
全
日
制
普
通
科
を
有
す
る
学
校
に
限
定

す
る
と
、
６
６
校
中
６
２
校
が
実
施
、
受
講
率
は
７

４
．
５
％
。
参
加
は
、
任
意
で
強
制
と
は
な
ら
な
い

よ
う
に
本
人
や
保
護
者
に
対
し
充
分
に
説
明
し
た

う
え
で
参
加
の
意
思
を
必
ず
確
認
し
て
実
施
。 

Ｐ. 

生
理
用
品
を
学
校
の
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
予
定

は
？
そ
の
た
め
の
予
算
の
確
保
は
？ 

・
県
教
育
委
員
会
は
生
理
用
品
を
各
学
校
の
ト
イ
レ
に

常
備
す
る
た
め
の
予
算
措
置
は
し
て
い
な
い
。
関
係

部
局
と
連
携
し
て
一
部
の
県
立
学
校
に
対
し
、
コ
ロ

ナ
過
に
お
い
て
生
活
環
境
の
変
化
や
経
済
難
な
ど

困
難
な
状
況
を
抱
え
て
い
る
女
性
の
社
会
と
の
繋

が
り
と
回
復
を
支
援
す
る
「
女
性
と
社
会
の
繋
が
り

支
援
事
業
」
の
周
知
を
行
う
と
共
に
生
理
用
品
の
配

布
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
ホ
ー
ム
の
学
校
に
お
い
て

は
生
理
用
品
の
な
い
児
童
生
徒
の
家
庭
に
は
、
保
健

室
に
備
え
て
い
る
生
理
用
品
の
貸
し
出
し
を
す
る

と
共
に
、
家
庭
の
事
情
に
よ
り
困
窮
し
た
児
童
生
徒

に
は
返
却
を
求
め
な
い
対
応
を
進
め
て
い
く
。 

 

＊
今
年
も
懇
談
会
で
教
育
委
員
会
に
子
ど
も
達
の
実

情
や
、
私
た
ち
の
願
い
を
伝
え
ま
し
た
。
た
っ
ぷ
り
懇

談
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
も
個
別
に
話
を
す
る
と
熱
心

に
私
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
し
た
。
お
互
い

の
意
見
交
換
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

◆
福
岡
市
教
育
委
員
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
会  

２
０
２
２
年
２
月
４
日
（
金
）
１
８
時
か
ら
１
９
時
３
０
分

／
市
教
委
か
ら
１
名
（
総
務
課
課
長
）
会
員
１
１
名
。 

初
め
て
福
岡
市
教
委
と
の
懇
談
会
今
年
度
実
施
。
事

前
に
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
な
ど
を
も
と
に
質

問
書
を
送
り
、
市
教
育
委
員
会
か
ら
当
日
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
担
当
部
署
以
外
の
質

問
に
つ
い
て
は
、
後
日
回
答
を
送
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 
Ａ
・
２
０
２
２
年
度
、
小
、
中
３
５
人
学
級
継
続
の
折 

に
担
任
外
教
師
活
用
で
な
く
、
正
規
教
員
採
用
等
で
必 

要
な
教
員
人
数
、
予
算
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
（
小 

学
校
３
年
生
ま
で
国
負
担
と
し
て
） 

・
２
０
２
２
年
度
予
定
と
し
て
、
小
中
学
級
数
２
８
０

学
級
増
。
２
８
０
人
必
要
。
予
算
１
７
億
円
必
要
。 

Ｂ
・
福
岡
市
内
の
小
中
高
校
で
２
０
人
以
下
学
級
を
完 

全
実
施
し
た
場
合
に
か
か
る
予
算
規
模
、
教
室
増
設
数
、 

新
規
教
員
配
置
数
は
、
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

・
高
校
の
試
算
は
無
。
２
０
人
以
下
学
級
の
場
合
２
０

０
０
学
級
増
加
。
設
置
費
用
２
０
０
億
円
必
要
。
教

員
２
５
０
０
人
程
度
必
要
。 

Ｃ
・
福
岡
市
内
の
小
中
高
校
で
、
文
科
省
が
言
う
１
学 

級
内
が
密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
具
体
的
な
方
策
が
少
人 

数
学
級
以
外
に
あ
り
ま
す
か
？ 

・
机
の
間
隔
を
１
メ
ー
ト
ル
離
す
座
席
配
置
。 

・
接
触
、
密
集
の
学
習
を
し
な
い
。 

Ｄ
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ 

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
現
在
の
配
置
数
と
そ
れ
に
係
る
費
用
は
、 

ど
の
く
ら
い
で
す
か
？ 

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
全
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
と
市
立
高
校

４
校
に
配
置
し
て
い
て
、
経
費
は
２
億
７
２
０
０
万

円
余
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
全
て
の
市
立
学

校
に
配
置
。
経
費
は
４
億
６
１
９
５
万
円
余
。 

 

Ｅ
・
不
登
校
の
子
に
学
び
の
保
障
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン 

授
業
な
ど
の
実
施
状
況
は
？ 

・
令
和
２
年
度
の
不
登
校
は
、
小
学
生
１
０
５
９
人
、

中
学
生
１
６
６
０
人
。 

・
２
０
２
２
年
１
２
月
現
在
の
不
登
校
人
数
と
そ
の
中 

で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
る
人
数
は
？ 

・
令
和
３
年
９
／
７
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
受
け
た

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
４
０
７
人
。
そ
の
場
合
は
出

席
扱
い
と
な
る
。 

Ｆ
・
小
学
校
の
不
登
校
の
対
策
の
内
容
と
そ
れ
に
伴
う

人
員
配
置
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
？ 
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・
全
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
、
全
小
学

校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
連
携
し

て
チ
ー
ム
学
校
と
し
て
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

Ｇ
・
情
緒
障
害
児
学
級
増
設
計
画
は
？ 

・
自
閉
症
・
情
緒
障
が
い
特
別
支
援
学
級
の
設
置
は
、

対
象
と
な
る
児
童
生
徒
数
の
増
減
・
居
住
地
等
の
実

態
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。 

Ｈ
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要
な
肢
体
不
自
由
児
在
籍
の

学
校
へ
の
設
置
の
見
通
し
は
？ 

・
入
学
・
卒
業
年
度
、
就
学
相
談
の
状
況
、
既
存
校

舎
へ
の
適
切
な
設
置
方
法
、
そ
れ
に
伴
う
費
用
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
個
別
の
設
置
の
適
否
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く 

Ｉ
・
小
、
中
学
校
の
支
援
学
級
は
今
年
度
（
２
０
２
２

年
度
）
ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
ま
す
か
？ 

・
令
和
２
年
度
小
学
校
３
５
９
学
級
、
中
学
校
１
４
６

学
級
か
ら
、
令
和
３
年
度
は
小
学
校
３
９
４
学
級
、

中
学
校
１
７
４
学
級
。
合
わ
せ
て
６
３
学
級
の
増
加
。 

Ｊ
・
現
在
あ
る
特
別
支
援
学
校
を
文
科
省
策
定
設
置
基 

準
に
見
合
う
よ
う
な
改
築
、
増
築
の
予
定
は
？ 

・
設
置
基
準
に
見
合
う
よ
う
な
改
築
、
増
築
の
設
置
基

準
は
「
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
、
教
育
上
支
障
が
な

い
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

・
増
築
に
つ
い
て
↓
令
和
５
年
旧
住
吉
中
学
校
跡
地
、

令
和
７
年
城
浜
団
地
整
備
後
の
空
き
地
に
特
別
支

援
学
校
高
等
部
を
新
設
す
る
。
機
能
と
し
て
は
、
就

労
に
特
化
し
た
も
の
。
博
多
高
等
学
園
は
企
業
に
特

化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
福
祉
的
就
労
に
特
化
し

た
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。 

Ｋ
・
小
・
中
・
高
校
・
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
理 

不
尽
な
ル
ー
ル
や
校
則
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
設
置 

状
況
や
取
り
組
み
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
小
学
校
と
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て

い
な
い
。
中
学
校
で
調
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
中

学
校
で
校
則
検
討
委
員
会
が
発
足
し
て
い
る
。
各
々

の
学
校
で
、
見
直
し
に
向
け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

Ｌ
・
中
学
校
の
制
服
の
名
前
刺
繍
・
体
操
服
の
名
前
刺 

繍
、
貼
り
付
け
は
、
人
権
の
面
か
ら
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ 

シ
ー
保
護
の
面
か
ら
も
取
り
や
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て 

い
ま
す
。
制
服
の
名
前
の
刺
繍
・
体
操
服
の
名
前
の
刺 

繍
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？ 

・
新
標
準
服
で
は
、
生
徒
の
発
案
で
胸
元
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
フ
ラ
ッ
プ
を
付
け
足
し
て
、
そ
こ
を
ポ
ケ
ッ
ト

の
中
に
入
れ
て
名
札
を
隠
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
が

で
き
て
い
る
。 

・
体
操
服
で
登
下
校
の
場
合
も
あ
る
が
、
体
育
祭
や
運

動
会
の
時
ゼ
ッ
ケ
ン
や
名
前
を
付
け
て
い
る
場
合

は
、
そ
の
状
態
で
名
前
と
か
が
わ
か
る
よ
う
な
形
で

登
下
校
し
な
い
よ
う
に
指
導
を
す
る
と
い
う
対
応

を
し
て
い
る
。 

Ｍ
・
福
岡
市
の
い
じ
め
の
令
和
２
年
度
の
件
数
は
、
何 

件
で
す
か
？
ま
た
、
１
０
０
０
人
当
た
り
の
件
数
は
何 

件
で
す
か
？ 

・
令
和
２
年 

小
中
学
校
２
１
３
８
件
。
１
０
０
０
人

当
た
り
１
７
．
９
４
件
。 

Ｎ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
い
じ
め 

な
ど
の
報
告
は
あ
り
ま
す
か
？ 

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
い
じ
め
報
告
な
し
。 

Ｏ
・ 

生
理
用
品
を
学
校
の
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
予
定
は 

あ
り
ま
す
か
？
そ
の
た
め
の
予
算
を
確
保
し
て
い
ま
す 

か
？ 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
配
布
方
法
を
決

め
て
い
る
。
主
に
保
健
室
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を 

通
じ
て
必
要
な
生
徒
に
配
布
を
し
て

い
る
。
予
算
は
教
育
委
員
会
の
予
算
で
は
確
保
し
て

い
な
い
。
令
和
３
年
度
は
市
民
局
で
予
算
計
上
し
て

学
校
に
配
布
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。 

Ｐ
・
ワ
イ
フ
ァ
イ
設
備
、
充
電
器
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど 

に
お
け
る
電
磁
波
の
健
康
へ
の
被
害
は
ど
う
考
え
て
い 

ま
す
か
？ 

・
国
の
定
め
る
電
波
防
護
指
針
に
お
い
て
人
体
に
有
害

な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
基
準
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
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こ
れ
に
従
っ
た
も
の
に
つ
い
て
の
健
康
被
害
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。 

Ｑ
・
子
ど
も
た
ち
の
視
力
を
守
る
た
め
に
学
校
や
宿
題 

で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
時
間
制
限
を
ど
う
お
考
え
で
す 

か
？ 

・
文
部
科
学
省
の
作
成
し
た
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
配

慮
等
に
関
す
る
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
学
校
に
配

布
し
、
児
童
生
徒
に
指
導
し
て
い
る
。 

Ｒ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
に
よ
っ
て
、
宿
題
の
負
担 

増
加
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
？ 

・
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
を
活
用
し
て
宿
題
を
出
し
て
お
り
、
一

人
ひ
と
り
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
て
学
習
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た

こ
と
に
よ
り
宿
題
の
負
担
が
増
加
し
て
い
る
と
い

う
話
は
聞
い
て
い
な
い
。 

Ｓ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
た 

か
ら
か
い
、
い
じ 

め
防
止
の
た
め
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
現
状
は
ど 

う
で
す
か
？ 

 

・
福
岡
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｕ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
に
あ
る

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
動
画
を
活
用
し
て
、
情
報
モ
ラ

ル
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。 

Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
に
よ
っ
て
教
員
の
長
時
間
過
密 

労
働
強
化
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
校
務
の
効
率
化
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
に
資
す
る
と
考
え
る
。
教
員
の
長
時
間
過
密
労
働

の
強
化
に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。 

Ｕ
・
中
教
審
答
申
は
「
教
育
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
分
析
・ 

利
活
用
」
を
強
調
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
が
き
ち
ん 

と
守
ら
れ
て
い
る
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
実
施 

し
た
テ
ス
ト
の
採
点
や
記
録
の
管
理
、
保
護
者
へ
の
説 

明
な
ど
は
実
施
し
て
い
る
か
？ 

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
の
情
報
は
ク
ラ
ウ
ド

上
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
教
員
が
児
童
生
徒
の
取
り

組
み
状
況
を
把
握
し
て
、
指
導
に
お
い
て
活
用
す
る
。

そ
れ
以
外
で
個
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
運
用
に

つ
い
て
徹
底
し
て
い
る
。
今
後
も
徹
底
す
る
。 

【
追
加
質
問
】 

〇
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
身
分
及

び
配
置
状
況
は
？ 

・
教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
教
諭
で
あ
り
、

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
名
ず
つ
配
置
。 

〇
不
登
校
の
児
童
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
現
状
は
把
握
し

て
い
る
か
。 

・
毎
月
、
学
校
か
ら
報
告
を
教
育
相
談
課
が
受
け
て
お

り
、
ひ
と
り
一
人
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。 

〇
不
登
校
児
童
生
徒
の
指
導
に
つ
い
て
、
一
人
一
台
端

末
の
整
備
が
完
了
し
、
学
校
に
来
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
受
け
る
と
い
う
選
択
肢
が
出
来
た
と
思
う
が
、

実
際
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
。 

・
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
支
援
は
、「
学
校
に

登
校
す
る
」
と
い
う
結
果
の
み
を
目
標
に
す
る
の
で

は
な
く
、
児
童
生
徒
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
据
え

て
、
社
会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。 

〇
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
出
席
の
扱
い
に
つ
い
て
の
考
え

方
を
教
え
て
ほ
し
い
。 

・
教
育
委
員
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
学
校
長

が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
学
習
状
況
を
確
認
し
て

教
育
委
員
会
へ
報
告
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

に
有
効
で
あ
る
と
確
認
で
き
れ
ば
出
席
扱
い
と
し

て
い
る
。 

 

＊
今
年
度
、
初
め
て
の
懇
談
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
つ

一
つ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
担
当
が
違
い
わ
か
ら
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
後
日

に
文
書
で
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員

か
ら
市
教
育
委
員
会
に
子
ど
も
達
の
実
情
や
、
私
た
ち

の
願
い
を
伝
え
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
忙
し
い
と
き

で
し
た
が
、
た
っ
ぷ
り
懇
談
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
も

年
度
末
の
忙
し
い
時
期
で
し
た
が
記
録
を
丁
寧
に
読

ん
で
く
だ
さ
り
修
正
や
追
加
質
問
回
答
を
送
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
懇
談
し
意
見
交
換
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。 
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7/29(木) 中牟田伸二さん（自民党県議団／春日市） 

「いろいろな家庭環境の子どもたちがいる。そういう子ども達に

対応するため、スクールカウンセラーやソーシャルワーカーとと

もに、子ども達の環境をよくしていきたい。」 

栗原渉さん（自民党県議団・朝倉市） 

「少子高齢化社会を迎え、若年層への投資を増やしてい

くのが公（おおやけ）の役割。家庭内の教育、社会での

教育を充実させていく。社会が責任をもって高校まで義

務教育化していきたい。」参加：会員4名 

7/31(土) 原竹岩海さん 

（民主県政県議団／筑紫野

市） 

「我々はランナーのバトンに

すぎない。走っていく子ども

たちの未来に教育のバトンを

渡すのは僕たちだ。」参加：会

員3名 

 

 

 

 

8/5(木) 井上博隆さん（民主県政県議団／大野城市） 

「コロナ禍で、子ども達はたくさんの我慢を強いられ

ています。どのような状況であっても、子ども達の笑

顔が消えることのないよう、子どもの取り巻く環境が

変化し、発展していくことが重要だと思います。」参

加：会員3名 

 

 

 

 

7/29(木) 渡辺勝将さん（自民党県議団／那珂川市） 

「ＩＣＴ導入が進んでも、心を大切に、人と人がふれあう教 

育を進めていきたいと思う。」参加：会員3名 

 
7/29(木) 中牟田伸二さん（自民党県議団／春日市） 

「いろいろな家庭環境の子どもたちがいる。そういう子ども達に

対応するため、スクールカウンセラーやソーシャルワーカーとと

もに、子ども達の環境をよくしていきたい。」 

栗原渉さん（自民党県議団・朝倉市） 

「少子高齢化社会を迎え、若年層への投資を増やしていくのが公

（おおやけ）の役割。家庭内の教育、社会での教育を充実させて

いく。社会が責任をもって高校まで義務教育化していきたい。」

参加：会員4名 

7/31(土) 井上忠敏さん 

（緑風会／小郡市） 

「生の声を聞かせてくださ

い。教育に関しても地域のた

めに私ができることをやって

いきたい。」参加：会員5名 

 

 

7/31(土) 原竹岩海さん 

（民主県政県議団／筑紫野市） 

「我々はランナーのバトンにす

ぎない。走っていく子どもたち

の未来に教育のバトンを渡すの

は僕たちだ。」参加：会員3名 

 

 

 

 

8/5(木) 井上順吾さん 

（自民党県議団／大野城市） 

「地域や子どもにお金をかけ

られるかで教育格差をつくっ

てはいけない。そんな子ども

たちを見放してはいけない。」

参加：会員5名 

 

 

 

 

8/5(木) 井上博隆さん（民主県政県議団／大野城市） 

「コロナ禍で、子ども達はたくさんの我慢を強いられてい

ます。どのような状況であっても、子ども達の笑顔が消え

ることのないよう、子どもの取り巻く環境が変化し、発展

していくことが重要だと思います。」参加：会員3名 

 

 

 

 

8/23(月) 渡辺美穂さん（民主県政県議団／太宰府市） 

「コロナ禍の収束がみえない中、今後の教育現場にオンライン

授業を取り入れて、教師がどのような方法で生徒たちにわかり

やすく授業できるかを模索しています。」参加：会員5名 

 
11/19(金)大田京子さん（民主県政県議団/福岡市南区）「障がいがあっても無くても本当の意味で

教育の機会均等を実現したい。オリヒメを各小学校へ導入させたい。」参加：会員４名 

2021議員面談報告 
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2021議員面談報告 

11/24(水)加地邦雄さん（自民党県議団／福岡市南区） 

「こういう運動を続けて頂いたみなさんの努力が形になってき

ている。次世代を担う子ども達の教育環境をどう作って行くか、

お互い協議しながら、一歩でも前に進めるようにやって行きた

い。」参加：会員5名 

 
11/24(水) 大塚勝利さん、浜崎達也さん（公明党／東区・南区） 

参加：会員4名 

 
11/27(土) 後藤香織さん（民主県政県議団／福岡市早良区） 

「議員になる前は、教育機関に勤めており、教育格差を体感してきまし

た。また、私自身も小6、小4、5才の母であり、子どもたちの教育、

そして未来を良くしたい思いで議員として教育問題に取り組んでいま

す。一緒にがんばっていきましょう！」参加：会員2名 

 
11/29(月) 樋口明さん（自民党県議団／福岡市南区） 

「学校は生きる力を育てる場だと思います。社会に出て生きていけ

る力が身につくために、学校がどうあるべきか考えていかなければ

いけないと考えます。」参加：会員3名 

 

 
12/6(月) 立川由美さん、高瀬菜穂子さん（共産党県議団／福岡市

東区・北九州市） 

「コロナ禍での20人学級は必須。そして子どもたちがこれだけ多様

化している中では、先生を増やしての20人学級しかありません。先

生のなりてがない、というようなことがないように待遇改善もしてい

かなければいけないと思います。」参加：会員4名 

 
12/12(日) 古賀之士さん（参議院議員／立憲民主党） 

「父は母子家庭で育ちました。返さなくてもよい給付型の奨学金の額

と人数を増やし、教職員の方々の負担軽減に努めてまいります。 

理想は高等教育無償化です。」参加：会員2名 

 

 12/23(木) 稲富修二さん（衆議院議員／立憲民主党） 

「子どもたちが将来、夢と希望をもって育つように私もできる限りの

ことをやっていきたい」参加：会員3名 

12/25(土) 田村貴昭さん（衆議院議員／日本共産党） 

「今回、財務金融委員会に所属する事になったので、請願項目にあ

る教育予算に関わる事については、みなさんの要求のためにも頑張

っていきたい」参加：会員3名 


